
｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 
自立した社会人の育成(基盤づくり) ～「夢」・「努力(＝やり抜く)」・「感謝」～ 

 

｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 

 
 

                   第５回泉小中合同発表会が１１月２７日(水)泉中学校体
育館で行われました。 
平成２１年度泉地区４小学校の統合、そして泉地区小中一貫教育のスタートと同時に始まったこ

の行事。２年目に「泉地区小中一貫教育の柱」に位置づけ、生活科や総合的な学習の時間の発表の
場とし、現在に至っています。 
中学校は、第２スパンの新３年が始まった昨年度から「ひとづくり・ものづくり・まちづくり・

コトづくりの４コース」という新しい枠組みで授業を展開し、小中合同発表会を最終発表の場と位
置付けました。小学校１年生にも分かるように発表するためには、自分が活動してきたことの真の
目的や価値を理解し、それを相手の体験レベルに合わせる必要があります。これにより活動に対す
る自己理解を深めたり、表現力の向上をはかったりすることができます。 
発表会後１５：３０から宇大の松本教授を迎えた研修会では、生徒の発表の質が年々上がってお

り、これまで４回の経験が生徒の中で生かされていることが話題となりました。そして、何より小
中学生がなかよく活動する姿が大きな財産であることを確認し合いました。 
お忙しい中お越しいただいた保護者の皆様、当日は寒い中にもかかわらず最後まで御覧いただき

ましてたいへんありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                  本校の中屋栄養士が、泉地区小中一貫

教育の一貫として、１１月１５日(金)泉小学校に出向き授業を行いました。 
当日は４時間目に４年生の「栄養のバランスを考えよう」の授業を行い、授業

後に給食を一緒に食べながら、マナー指導等にもあたりました。中屋先生は１０
月３１日(木)には１年生の給食指導を行い、１２月１１日(水)には３年生で授業
をする予定です。 
これ以外に、根本先生は週１回５・６年生の英語活動の指導に、森本先生は毎

日５年生の算数指導に泉小に行っています。どの先生方も小中一貫教育の架け橋
役として積極的に泉小学校との小中一貫教育に携わる姿は、本校の先生方の教育に取り組む意識の
高さと情熱の強さを感じます。とてもありがたいことです。 
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中屋栄養士 泉小で授業 

しっかり食べようね 

みんなで遊ぼう 

イズミーランド紹介 実物登場！ボッポちゃん 

キャリアスタート｢救命救急｣実演 バルーンアート作り方 ｢無茶ぶりレンジャー｣再登場…見事な３行詩を披露 

最後は合同合奏｢ミッキーマウスマーチ｣ 小中縦割り班での昼食 

まず、合唱部｢川｣ 

中３のリーダーシップ発揮 



                  １１月上旬、森本前ＰＴＡ会長さんの御厚意により地元
に語り継がれている「平野焼」の貴重な陶片が中学校に寄贈されました。 
平野焼きは益子焼開窯より３年も早い１８５０年(嘉永３年)に始められ

た磁器窯です。そして、矢板市史によれば明治元年に終わったとされてい
ます。これが事実とするならば、わずか１８年間でその幕を閉じた陶器窯
のたいへん価値のあるものです。しかも、完全な形をしたそばのつけ茶わ
んもあるなど、たいへん貴重な資料です。早速、図書室に展示しました。 
森本前会長さんは、平野焼きを収拾されていた立足の「和気 裕」様か

ら譲り受けて大切に保存していました。しかし、「個人で所有するより泉地
区の子ども達が通う泉中で保管した方が地元のためになる」と寄付を思い
立ったそうです。同時に、平野焼きが詳しく載っている、H15.10.31～11.30に旧黒羽町
で開催された「黒羽町芭蕉の館 第13回特別企画展 幕末・目地の焼き物 黒羽とその
周辺地域を中心に」等２冊の資料集も一緒に寄贈してくださいました。 
たいへんありがとうございます。今後大切に使わせていただきます。 
 
 
                   今年も矢板市生涯学習推進本部発行「あなたの“ 夢 ”

グッズ まなび」の中にある＜出前講座＞「箏曲・三絃」を活用した箏の出前授業が、１年生を対
象に行われました。 
１１月１５日(金)１８日(月)の両日、昨年同様に宮永文知映(ふみち

えい)先生と大島先生のお二人の先生から、箏についての説明・模範演
奏・体験学習「さくら」「きらきら星」「めだかの学校」などを各クラ
ス１日１時間ずつ学習しました。専門家による生の演奏や指導により、
和楽器の魅力を味わった貴重な体験となりました。 
 
 
                  ｢本校を窓口｣として参加した各種コンクール・大会の結果

を掲載します。 
 
◆平成２５年度全国中学生人権作文コンテスト 
○大田原法務局管内 優秀賞 ３年 鈴木日向、３年 松本悠汰 

 
◆地区芸術祭書写書道の部 
○半紙の部 県推薦 ２年 渡邉千尋 

銅賞 １年 増渕 栞 
○条幅の部 県推薦 ２年 鈴木 京 

 
◆日本漢字能力検定合格 
○準２級 ３年 大貫愛絵、鳥水梨歩 
○ ３級 ３年 工藤麻衣、小林さくら、五月女友哉、野川 栞、渡邉彩花、 

 
◆英語検定合格 
○準２級 ３年 伊東はるか ＊前回学校窓口としましたが人数不足で別会場で受検しました。 
○ ３級 ３年 小林さくら、五月女友哉、鳥水梨歩、松本悠汰、 

石下隆浩、大貫愛絵、渡邊夏海 
２年 鈴木 京 

 
◆下野教育書道展 
○金賞  ２年 鈴木 京、渡邉千尋 

１年 兼松侑那 
○銀賞  １年 片山怜奈、増渕 栞 
○奨励賞 ３年 荒井美紅、小林さくら、鳥水梨歩、大貫愛絵、渡邊夏海 

２年 森戸聖実、吉沢舞花、吉成加奈 
１年 小宅ひなた、関 秀太、笹沼智也、村上和寿、村上鈴音、山口凜奈 

 
＊「英検」を含め「学校を窓口としない」大会等の賞状を学校へ持参すれば、朝会で表彰する
とともに学校の表彰簿へ記録をしています。これにより、今年の県立高校入試から始まる「特
色選抜」の「志願理由書」に関わる資料として活用することができます。御理解、御協力を
よろしくお願いします。 

各種表彰 

 

市出前講座で｢箏｣の授業実施 

箏の音 いい感じ～ 

｢平野焼｣陶片寄贈 森本前ＰＴＡ会長様 

ケース入りの｢平野焼｣陶片 


